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トの強度がぽ だ十分でない 時ド，型枠

や支保工を撤去して しまっ た場合ヤ、予想妖上 に大き

な荷重hl・L加 わ っ た場合など、それによっ て生ずる変形

量は非常に大きくなろ亭tl一予想されるものの，呉体的

にどの顧 の夫きさ【ζなるか はま尺そオしほ ど日目うblで

ぱない 。また、マ ス コ 冫クリ
ートの熱痴力や膨漲コ 冫

クリ
ー

トの内音粒もカの解祈などには、コ ン クリ
ー

トの

劇 匕愚程における力学姓状、特斥 クリ
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フ
b
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一 トでの実験

’
に九立 っ 1 、モノレ

タノレに つ い て伽 た 甜 舗 緬 鹹 荷e4　？　
・

）
一

プ性荻に囲する実験結果の概睾2述べ たもの であるe

圏 実験筋
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フ
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試験機

　　図 1に示
一
すような，アK槽イ寸きの てこ試ン圧編クリ

ー

フ鰥 灘 恥 勲 燥の騨 と除くため［・・kP“n6
式とした ．

■　・θξ試体の形状 ・寸ラ去
，
使用材料

・言周合丶

　　依試体は、耜馬石鍬 を用い て謫合“v
’W／e

＝0．60，
s／・　・ 25 のモ ノvyy レ で、そ砿 きさは、試麟 の尽

量：の 肉イ系て げ5 ×200 ・一円1主形と した。

昌 　クリ
ー

プ試験におけ籌荷重

　　j＄i〈荷時の 強度「：対 して
一足ノ）応力演度比 つ荷重を

pvす，　t の 後荷重蜘 し枇 輌 ・
・ たもの と、繖

力 と強度ヒの比 （応力斌度比N ）bVできるだけ
一
メ辷と

なるよう爾 重縮 鰍 練 ヵnさせ 働 の と1・・tdiる。

載荷期「旬は、前ン者では齢 1 ．2 ，3 ，7 日 か・ ら応力

強度比・トJ　D’lfimaの豹半、分・になるまτ と し、後指では

材・豹 一 2咒 3’一一2BE ，　 7〜 2SP ，14’・・28 日 と した。

載荷廊力19、前丿着で 1麟 す即っ強度tz対レてん力醸
tt・DV α 5 とな

辱
るようll．　まr−．後丿旨で は o．2 〜D・7 の範

囲の荘  応力顧 比で行・ た。更に1灸者で 1踊轄

ID向矚と違えた実験も行つ た。

　強度発現の状況は、同
一
形炭の秩試体移数作フ て
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■ 実灘 果と囎
量 荷重変化 が な・・場合の歪量つ経時変4し

　　図年は，載荷施力を逸中τ 変化させ な・煬合の歪

量つ経時麦！鮎匙示すものであワ、図中の点線は全歪ox

瞬 破 形を差1睡 四 つ
・IEfiiして“ 5 。

黼 緬 ま一 ・ず勅 鋪 離 時磁 度1・対レて応

か弦度比で 一足（N ＝ Q5 ）となるようlqD・ヴておリ

初期材令ぽと伺「施力皷 期 粛 する瞬向麦形捌 ・さ

・・亭px“あ釟 う。
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フ
。
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（・ 変化 レてお
l
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鶏 齢 と と も に尠 す瀬 向にあう，
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ー

フ
・歪Ol’｛
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DO　E 行 ワ たあとの ク Il
　
H

ア 曲線は．上 下 ド平行移動 レ

マヤ るヒ 互い 【・
− ikして瓶 瞹 な・1鏑 こ と も鰓

めら扎る．

　♪人上の辛か ら、応力蹴度比包z
・
“るだけ

一定1：保つ

ように逐時荷重増偽 と行つ マ い つ た場合・
の ク

ij − 7・ ，i生

状 は、荷重増力bのや
・廨 騨 ぐ朮る・ と畴 え帰

る．そ こ で、荷重増加 JSI隔をPtえてフワ
ー
プ実験を竹

っ た力型，その結果は図81（示すとおりZ
’
ある。

： こ．で

は、
一定ノむ力強丿度比 とO．午 とし、荷重tk　tu向膈の短丶丶

もの はゆ 幟 戯荷し，　 N・・O．38・iz｛躰 するこ と に

O．午2 まてr荷重を噌力eさせ 、中イiの もの 1まα44か らO．36

に なる ご とに．また長い ものば o．48　btらO．　321zなるご

と に街重増加 E行 っ t−．。図8か らぱ、乙 れ らの 三、着り

7・・）・
− 7p量は途 中は と 60t〈，最糊 に醗 艇

一

致二してい るこ．とか
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一
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　嘘 クり
一

プ歪轂
　　X　nt！＄VO 　e　rレタノレ』

コ ンクり
一

トで は、　XXt3ttitu

の 踟 群 ・て纖 破 蜘 樋 荷罫 対 鶉 勘

齢 比 など 聯 耕 が 変イttレ’
Z・“ 〈

v
； の よう嫉 動

条件下で の クワ
ー

ア量　t享定寸る斥め1こ は、種 含の条

イ牛と靆 度とつ陶係を求渉う、こ の歪遞L度を変羣力剰牛下

τ逐麟 分して ク
11
ヴ 駐 計算循 麓 を鯛 舅

の が硬剥な場合か哮い ．

　画『は　図 豹＝ 孟 レたク 1
）
一
プ 実飜の締果の うち・

荷隻増和 肉編の短 、丶もの と中位のもの と をク リ
ー

フ
・
歪

遶度で 誤 したもの z
“
あ§．載荷直後や孑奇重増加 直後の

歪聴 誹 常畉 き、魁 糊 てつ の嫌 噺 近レ

て、、 〈の が
“
わか る審

　風中の o 印は、そ瓦ぞ緬 力強度比 が N 二 〇吾 iCな

礁 と巍 ら摘 髄 示レ齢 のであ勧 ・
詩 弼 の

点を継ん舳 線は、荷重増加向轟の短 丶方が上 r．仁置
して ・ ・ る 比 醜 めら蝿 淺 鰓 講 重増畷 購
力∫鯖辷比カサ藏少して 丶丶く懸 呈で．同レ応力強度比 r＝ な

るまでの 時1劬 荷重働蜩 隔の短 、もの ほ ど早ぐ そ

わ商 クリ
ー

ア鎹 度つ緲 棚 轟 ll・ 魯 と猷 ら

れるためであろう． こ の荷重増加 向囁の違い によ つ て

1司じ応か強度比の クリ
ー

ア歪遠叟fこ差か 生 ひる と い う

糸苣果iま，　図8 で孟 しノヒ最終意夕なクリ
ー

フ唾ゴく はタ瓮んとこ

差Pvない と丶 、 う結某と一見ラテノ盲レて・ ・るようて
＾
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． 例 つ
・鎹 度ド 及ぱす勘 磯 比

・
ゲ 以 ペ

ー

　　ス比 一載荷時向の影響
　　前1頁1こ迹：ぺk．Eトか、ら、羞木ヤ令クリ

ー
フ

P歪速度ド影

饗iを燈ぽ寸要〜囚と．して、《力強度比 （1ト↓）と材令（七）嫉

外峨 般 （荷重増加後）の時同（T ）嬬 え5 れる、

材冷尽 つ 、、てば、アK和反応り逡行or串ド同じ傾向と示

すとはfkらな、丶 のでゲ丿レスペ ース 比を．甲い た方
『
び便利

な串移 く、二 で鵬 度一か町 1レスペ
ーxlt の n （≒

3 ）茱に比例する亭を利用して、材令28 日における値

乞｛反りに 1　匕したゐ」かけのゲ1レ又くミ
ース比 （X ）を名ド材

令ドおける弦度か ら求め、二 水／を用u る 」 とに した．

　図月ぱ，升 かげのゲ1レス ペ
ー

ス比 1〈対するクり
一
プ

彊速度を応力強度比及 α 荷重増加 後り時囘劉ド禾わし

ク

O

ア

歪

速

茜1欝 ，篤講徽 驟嘉サ磐
瓦 ・ oMt 〈k れは17 ル スペ

ーX 比 1・ 対郭 髄 度
［て は か なりの は

’
うっ きが あろものの　枸重増加 後の崎

囘に よう て差nr
’
あろ斈が認めら扎 う。図中の 直線は、

・ の 実馳 範團τ得硫 斛 か 吻 腕 スペ
ー
ス比 と

歪速度0）園係乞示寸もの であり、ゲ1レス 〈e一又比の増
vts［： 対して、歪．速度ぴ臧少し了 LX くの か

・
わか る 。

t　遅延弾性歪

　　載イ肓（荷重：増vロ）彳菱レ1ざらくの 向は ク1）
一7“fimト

急速炉雌む時｛期tv’あ
1

），
一般にこ り歪、は凝 弾性歪と

勇
L
ぱ九てい るbVi．載荷後どの程度の時肉まで をさ して

、 丶 ろかはそ九ほど ぱ っ きリ1よし1 い な、、。今1司の実験

では．荷重増tnft5時向以内の歪速度は非帛に大きな

値乞示してお 1
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